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応援団の想いを
形に 
新型コロナウイルスの

影響により甲子園やイン

ターハイ、コンテストな

ど各種大会が中止となっ

たが、代替試合などが行

われることになった。そ

して、応援団が“今”出来

る取り組みをはじめた。 

応援団がなぜそのような

取り組みをしようと決め

たのか、応援団団長の飛

田君に話を聞いた。 

「今年は応援団の野球応

援はない。でも野球部を

はじめとする各部活動の

応援をしたいと思い、少

しでも力になれればいい

なと思い応援動画を作り

ました。そして、ほかの部

活にもそれぞれの応援メ

ッセージを書いた旗を作

成しました。その理由は、

ほとんどの代替試合が無

観客で応援もあまりでき

ないので、頑張っている

人たちに、一緒に頑張り

ましょうという気持ちで

エールを送りたいと思い

ました。」 

応援動画は、応援団、ダン

ス部、吹奏楽部が一丸と

なり、短期間で準備、練習

を重ね作成した。そして

部活動の生徒に応援メッ

セージを届けた。（3-6 稲垣） 

7 月 23 日、東京は 366

人の新型コロナウイルス

感染者が出ており、全国

的に再び感染者が増加傾

向である。新型コロナウ

イルスと共存しなければ

ならない社会となった今、

感染症対策と様々な苦労

が絶えない。本校では正

門での手指消毒やマスク

着用を徹底している。 

今年度、目玉の行事であ

った文化祭は見送られ、

他にも様々な活動が中止

となった。感染症拡大や3

密を防ぐため様々な対策

がとられているが、その

中ではどのような苦労が

あるのだろうか。今回は

女子生徒を対象に感染症

対策についての苦労をき

いた。マスクをすること

が嫌いであると思う女子

生徒が大勢いた。理由の

ひとつは「マスクが蒸れ

ること」である。梅雨明け

がまだ来ず、蒸し暑い

日々が続く中でのマスク

の着用は蒸れが生じ、苦

しささえ感じる。そのマ

スクの蒸れは肌荒れの原

因になるため、スキンケ

アが必須である。その次

に挙げられたのは、「消毒

による手荒れ」である。肌

が弱い人は、数回の消毒

で手が荒れてしまうこと

があるようだ。ハンドク

リームを持参し消毒で手

が荒れてしまうことに対

しての対策をとらなけれ

ばならない。マスク着用

や手指消毒などの感染症

対策の対策も必要である。

また、マスクを必ず持参

することや消毒液の持参

も多く挙げられた。学校

にいる時以外でも外出す

るときは、必需品である。

今までにない経験であり、

日々状況が変わる社会に

戸惑いを隠せないが、新

型コロナウイルス感染症

対策は徹底し、その対策

法にも新たな課題がある。

新型コロナウイルスの終

息を願いつつ、「いかに対

策を講じて共存していく

か」が問われているので

はなか。“ひとり”は“みん

なのため”に、“みんな”は

“ひとりのため”に感染症

対策をしていこう。（3-5 白

岩） 

 

夏季茨城県高等
学校野球大会 

第 102 回全国高等学校

野球選手権大会中止を受

け、その代替試合となる

夏季茨城県高等学校野球

大会が行われた。野球部

の垣入くんは、「大会に向

けて力を入れた練習は主

にバッティング練習であ

り、自主練習の時間でも

バットを握り、一球一球

大切にして、常に実践を

意識して行った。」と話す。

7月 26日に日程の都合上、

8 強までしか出来なくな

ってしまった。悔しいが3

年生のみんなで一致団結

して、8 強に入りたいと

言っていた。（後に 4 強ま

で実施されることになっ

た。）各部活動でも代替試

合が行われている。今ま

で練習してきた力を振り

絞り、最後まで頑張って

ほしい。（3-9 小泉） 

We need an 
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 on rainy days ! 
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新型コロナウイルス感染症
対策にハンドクリーム⁉ 

 


